
HCJB日本語放送
新住所：H C J B（日本語放送）5 7 0 1  N  I n d i a n  T r a i l  T U C S O N  A Z  8 5 7 5 0  U S A

2013年1月

PROGRAM NOTE
HCJBリスナーの集い in 名古屋

<10月13日　土曜日＞
  当日は快晴で、暖かく、何よりの集い日和。

  旧知のDXerであ
る京都の永野正和
OM、地元名古屋は
NDXCの青木茂紀OM
と昼食をご一緒いた
だき、集い用のお茶
とお菓子を購入し
て、会場入りです。

  13時15分前から出席者の皆様が
席を埋めてき、そして、13時に尾崎
先生とエクアドル時代のご友人が到着
され、総勢16名の「HCJBリスナー
の集い in 名古屋」が始まりました。

  幹事役の私、郷原が開会の挨拶を
させていただき、続いて尾崎先生の
ご挨拶です。

  BCLの原点と言える海外日本語放
送の中で、HCJBアンデスの声とRAE
アルゼンチン海外放送局は日本人移住
者、日本のリスナーそれぞれの架け橋、支え
となりました。今回の集いに出席いただいた
皆さんも、古くからのBCL、そして尾崎先生
エクアドル時代のご友人各位と多士済々。

  そうした皆さんの自己紹
介をはさんで、尾崎先生のイ
ンタビューが始まりました。
今回の集いは、尾崎先生のご
挨拶、インタビュー、そして
その合間のBCLの皆さん、
エクアドル時代のご友人の歓
談されるというスタイルです。

  ひとりひとり、尾崎先生のインタビューを受け
るBCLの皆さん、ご友人のちょっと緊張した顔、

嬉しそうな顔が印象的でした。そして、インタビュ
アーの尾崎先生はどなたに対しても満面の
笑みで、やさしい口調でお話を進めておら
れました。

 さて私、インタビューの合間にBCL、エ
クアドル時代のご友人の皆さんと少しずつ
お話しする機会をいただきました。

 日本人学校の教師、大使館員など
の経歴を持ち、HCJBの名の下に集わ
れたご友人各位。私が持ち込んだ「La 
Voz」「キトこのごろ」をまさに穴の
開くほど読み込んでおられました。

 途中、嬉しいことにいくつかの輪
が自然に出来ていました。

 BCL歴40年のベテランOMの話に目を輝かせ
ながら聞き入っている「奇跡の17歳」高校生
BCL。

 BCLという趣味だけでなく、自身が背負って
おられる課題までが共通している
中堅のOMさん。

 やっぱりBCLは受信機だ！ア
ンテナだ！　 という技術系オヤ
ジたち（笑）。

 BCL、HCJBの名のもとに参
集の皆さんがいろいろ熱く語っ
ておられたのが、何より印象的
でした。

 名古屋発新幹線の時間ぎりぎ
りまで、インタビューされた尾
崎先生。ラストの私でちょうど
レコーダーの電池が切れまし
た。ぎりぎりセーフ。
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放送時間：日本時間午前7時半～8時                          放送周波数：　15525kHz 19mb）
（米国アリゾナ制作／オーストラリア送信）

放送後の番組は、ホームページ（http//japanese.hcjb.org)のトップページ左側メニューにある『インターネット放送』の
リンクページからお聴きいただけます。（mp３形式）

 『サタデー・トーク』 『サタデー・トーク』
きき手　尾崎一夫 
毎週土曜日放送
きき手　尾崎一夫 
毎週土曜日放送

　１月　５日 HCJBリスナーの集いin名古屋（１）
　１月１２日 HCJBリスナーの集いin名古屋（２）
　１月１９日 HCJBリスナーの集いin名古屋（３）
　１月２６日 HCJBリスナーの集いin名古屋（４）

『バイブル・トーク』『バイブル・トーク』
東京淀橋教会　峯野龍弘主管牧師

 毎週日曜日放送
東京淀橋教会　峯野龍弘主管牧師

 毎週日曜日放送
　１月　６日 聖書遊覧バス　
　１月１２日 聖書遊覧バス　
　１月２０日 リスナーからの「お便り交換」
　１月２７日 聖書遊覧バス　

  15時半過ぎ、尾崎先生とエクアドル時代のご友人諸氏が会場を後にされました。名残惜しそうにBCL
各位がお見送りしました。今回の尾崎先生のお土産はHCJBのロゴもまぶしいメージャーです。一人２個は
あったな。尾崎先生、有り難うございました。

  そして、出席者各位にも感謝申しあげます。楽しいひと時であり、新しい出会いもありました。

  これからも毎年、HCJBリスナーの集いが盛会でありますよう祈念いたします。

HCJBリスナーの集い in 名古屋

幹事　郷原　徹

 米国アリゾナ南部メキシコ国境の町ツーサン市から新年のご挨拶を申し上げます。
こちらでは、クリスマスが終わった途端、静かになりました。元旦を迎えたサボテン
砂漠の空では、澄んだ青さが目に染み、カタリナ山脈の嶺々を白く彩った新雪の輝き
が気分をあらたにしてくれています。

　 今年で私は海外生活５０年になります。この長い歳月を皆々様方の祈りと協力の
ネットワークで支えられたことを深く感謝致します。皆様には放送をきいていただける
だけではなく、受信報告やお便りなどによる励まし、また、各地でひらかれるリス
ナーの集いでの交流などを通して、番組制作のための活力をいつも存分にいただいてい
ます。２１世紀の産業革命 いわれる超情報化時代では、インターネットを通して自宅
のパソコンで必要な情報は手に入るようになりました。しかし、「遠くの声に耳をす
ませる」人々がいるかぎり「 短波放送」は 地球をとりまく大空を駆けまわりつづける
でしょう。

　 迎えた２０１３年、混迷の世であっても、信仰、希望、愛の力を信じて前進したい
と思います。

         日本語放送担当

   尾崎一夫
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